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細胞が外部から取り込んだエネルギーは細胞内では汎⽤性の⾼いかた
ちである「アデノシン三リン酸（ATP）の⾼エネルギーリン酸結合」に
変換されてから利⽤される。すなわち、ATPは⼈間社会における電⼒の
ような役割を持ち、細胞内のエネルギーの流れの中で中⼼的な役割を
担っている。電⼒がそうであるように、必要なATP量はいつでもどこで
も同じというわけではない。そのため、ATPは、必要な時に必要な場所
で、作られる必要があると考えられる。⼀⽅で、細胞や組織、個体にお
けるATPの分布や変化を調べることはほとんど出来ていなかった。従来
のATP分析⼿法では、組織や多数の細胞を集めて破壊して出てきたATP
の量を測定していたため、時間的な情報や空間的な情報の多くが失われ
てしまっていたのである。

本講演では、この問題を克服するために私たちが開発してきた、⽣
きた細胞中のATP濃度を可視化する技術について紹介する。鍵となるの
はATPの濃度を感知して⾊が変化する蛍光バイオセンサーである。この
バイオセンサーは、ATPが結合すると⼤きく構造変化するタンパク質を
蛍光タンパク質と組み合わせて開発した。この蛍光ATPバイオセンサー
を発現する細胞を蛍光顕微鏡で撮影し、その画像を解析することで、⽣
きた細胞内のATP濃度を可視化できるのである。
本公演では、この⼿法を使うことで明らかになってきた事象について
いくつか紹介したい。
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